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2021年3月20日学位授与式
それぞれの旅立ちの日がやってき

ました。
これから各々の道で自分の夢に向
かって大きく羽ばたいてください。
いつまでも応援しています。

17TC301 カンデル ミトラ プラサド
つい先日入学したばかりと思っていたのに、早いもので
もう卒業の時がやってきました。この4年間勉強は当然で
すが様々なボランティアやイベントなどに参加させてい
ただき、日本の文化や日本語を学ぶ機会があり留学生活
は楽しく過ごすことができました。第一工業大学に入学
して以来毎日両親の世に様々なアドバイスや混乱の時解
決方法などが進めてくれた、留学生担当の先生初めクラ
スアドバイザー教授などのおかげで本学卒業することに
なりました。大林道路へ入社しても今まで学んだ経験や
知識を活かして頑張って行きたいと思います。卒業後あ
まり会うことがないと思いますがこれからもよろしくお
願いします。4年間お世話になってくれた、皆さん、本当
にありがとうございました。

17TE301 アディカリ バサンタ
5年前に日本の沖縄に来て1年ぐらい日本
語を勉強して2017年の4月に大学に入学し
ました。大学の生活は楽しかったですが勉
強をしながらアルバイトもしていましたの
で少し大変でした。大学では留学生に何も
問題ないようにする為留学生だけの担当先
生､留学生の交流会所まで作って頂き大変
嬉しかったです。大学での4年間は遠足
だったリ、交流会だったリ、写真撮影だっ
たリ本当に最高でした。留学友達はもちろ
んですが日本人の友達もたくさんできまし
た。今からの社会人の生活も頑張ります。

留学生のみんなこんにちは！
私は航空工学課整備士専攻コースの刘 雅鴻です。
間もなく卒業する私が大学生活の四年間を思い出すと、それは短くて貴重なる時間だと思い
ます。この大学に通い沢山な人と知り、そして彼らから沢山なことを学びました。最近は在
校生へのメッセージをきっかけに少し自分の感想を込めた物を書きましたので、この度みん
なにシェアしたいと思います。先ずはみんなさんに日本人のお友達できて欲しい。できるこ
とで多数の利点があります。例えば、普段自分が使っている日本語の間違いは自分で気づか
なくでも、友達が日本語の誤りを教えてくれる。使いながら勉強していくことが魅力的です。
次は日本の生活を慣れていくことに助かる。彼らから沢山な日本文化が学びことができる

よ。日本人の生活習慣やくせ、または時下若者たちの流行りや皆が熱中することとか。一番
いいのは遊びに行く度に案内人がいること。もし自分の日本語能力にあまり自信がないとし
たら、そんな心配はいりません。日本語能力は重要ですがそれよりも大事なのはコミュニ
ケーションしたい心と伝えたい気持ちです。相手も留学生のあなたに興味があると思うから
きっと会話できます。私はそうでした、周りの人は日本語が下手な私を受け入れた、友達に
してくれた。私よりもっと優秀なあなたならきっと大丈夫！

在学生の皆さん

4年生が卒業の日を迎え、寂しくなりました。卒業生代表
5名から在校生へ向けてのメッセージを受け取め、４月から
の大学生活に活かしてください。次は君たちの番です！
今年度は、コロナ渦により留学生交流がなかなかできま
せんでしたが、４月以降は少しづつ活動を再開していく予
定です。今後のイベントを楽しみに待っていてくださいね！

張 明亮くんは
TA（TeachingAssistant）として、教学課と留学生と
の連絡等を協力してくれました<m(__)m>

17TM304 張 明亮

時間が早いですね。四年前の入学式はまだ思い出せます。学内で同級生と
一緒にバーベキューしたことを忘れないと思います。留学生たちとたくさ
んのところへ見学に行きました。将来日本の自動車技術を身に付けられる
ように今から頑張ります。自分の会社も作りたいです。いろいろな機会を
掴みにいくことが大切だと思います。
★後輩たちへ熱いメッセージ

大学生活ではとにかく仲間を作って必死に取り組めるものを作ることが大
切だと感じました。せっかくの大学４年間では一生付き合える仲間、一生
忘れない経験を是非してほしいと思います。そして愛校心を是非持ってく
ださい。時間がたくさんある学生は様々な所に顔を出してみてください。
きっとやりたいこと、挑戦したいことが見つかると思います。まずは一歩
踏み出してみましょう！心から応援しています。

★４月から留学生主体による
Instagram 「留学生のひろば」

スタートします。
みなさん、FOLLOWしてくださいね。

自然環境工学科卒業生、郭 植と申します。 新型コロナウィ
ルスの大流行が世界を揺さぶっている中、様々な活動をするう
えで在学生の皆さん方も苦労されていると思います。私の場合、
卒業研究の頃、学校で感染者がでてしまい、登校出来なくなり
ました。それにより、卒業研究の段取り、実験などを行う事が
難しくなってしまいました。資格試験にも挑戦。大変だったけ
れど、友人と一緒だったし、先生もいつもそばで見守ってくだ
さったので前向きに取り組むことが出来ました。何があった時、
先生や友人は力になってくれると思います。また、友人が困っ
ている時、助けてあげてください。3月で卒業し、私達は更なる
遠い道を歩まなければならなく、更なる重い責任を背負ってい
ます。これからの日々の中，また会えるかもしれないが、会え
ない可能性もあります。しかし、一緒に居る事や、別れになる
ことは大事なことではありません。私達は各地域へ行き、異な
る部門の最前線で活躍していくことになります。この先どんな
に辛いことがあっても仲間と共に歩けば道はある。


